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球磨郡公立多良木病院企業団 広報誌
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皆
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初
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ま
し
て
、
２
０
２
４
年

４
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
飯
田
暁
人
と

申
し
ま
す
。
家
族
で
多
良
木
に
来
ま
し

た
が
様
々
な
と
こ
ろ
で
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
整
形
外
科
は
、
骨
、
関
節
、
筋
肉
、

靭
帯
な
ど
の
運
動
器
系
の
疾
患
や
怪
我

を
診
療
す
る
専
門
分
野
で
す
。
患
者
さ

ん
の
痛
み
や
機
能
障
害
を
改
善
す
る
た

め
に
、診
断
、治
療
、手
術
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ

ポ
ー
ト
も
重
要
な
役
割
で
、
患
者
さ
ん

が
日
常
生
活
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）

は
、
骨
密
度
が
低
下
し
、
骨
が
脆
く
な

る
疾
患
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
骨
折
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
骨
は
常
に
新
し

い
骨
が
作
ら
れ
、
古
い
骨
が
壊
さ
れ
る

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
ま
す
が
、
骨
粗
鬆

症
で
は
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
が

失
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
の
主
な
原
因
に
は
加
齢
、

運
動
不
足
（
重
力
に
対
す
る
刺
激
が
少

な
い
と
、
骨
が
弱
く
な
り
ま
す
）、
栄

養
不
足
（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
不
足
）、
生
活
習
慣
（
喫
煙
や
過
度

の
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
）、
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
が
あ
り
、
女
性
は
閉
経
後
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
が
影
響

し
ま
す
。
女
性
は
男
性
よ
り
も
３
倍
骨

粗
鬆
症
に
な
り
や
す
く
、
女
性
の
場
合

60
代
で
は
約
５
人
に
１
人
が
、
70
代
で

は
約
３
人
に
１
人
が
、
80
代
で
は
約
半

数
が
骨
粗
鬆
症
に
な
り
ま
す
。

　
初
期
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
と
背
中
が
丸

く
な
る
、
身
長
が
縮
む
と
い
っ
た
体
の

変
形
や
、転
倒
し
た
際
に
腰
椎
、手
首
、

大
腿
骨
の
骨
折
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム

や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
十
分
に
摂
取
す
る
こ

と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
、体
重
を
支
え
る
運
動
が
重
要
で
す
。

関
節
に
痛
み
の
あ
る
方
に
は
、
筋
力
を

鍛
え
な
が
ら
も
関
節
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
お
勧
め
で

す
。ま
た
、柔
軟
性
を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ

チ
は
、筋
肉
や
関
節
の
柔
軟
性
を
保
ち
、

転
倒
と
い
っ
た
怪
我
を
防
ぐ
の
に
役
立

ち
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
予
防
と
早
期
発
見
が
重

要
で
す
の
で
、
定
期
的
な
健
康
診
断
や

骨
密
度
測
定
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
外
来
で
は
、
骨
密
度
の

低
い
方
に
は
骨
密
度
を
改
善
す
る
内
服

薬
や
、
注
射
を
使
用
し
て
、
骨
密
度
が

増
え
て
い
く
よ
う
に
治
療
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

整形外科　医長

飯田 暁人 Iida  Akito

Profile

【専門医・指導医等】　日本整形外科学会　
　　　　　　　　　　西日本整形・災害外科学会

骨粗鬆症について

ゑびす神輿に参加しました10
20

　多良木町・秋の一大イベント『ゑびす神輿』。
今年も公立多良木病院企業団として、神輿行列に
参加させて頂きました！
　秋晴れの中、医師や看護師をはじめ地域医療に
携わる職員が一丸となり、力強く神輿を担いで町
中を練り歩きました。

　地域の皆さんには沿線から大きな声援やお声が
けを頂き、ありがとうございました！
　今後も地域とのつながりを大切にし、地域の皆
様と共に“One Team”となって地域医療を支えてい
きたいと思います。

　　国際連合は2006年に11月14日を世界糖尿病
デーに指定し、糖尿病の予防や治療を喚起する啓
発活動を行っています。
　その取り組みの一環として、世界各国で実施さ
れているのが「ブルーライトアップ」。
　当院でも10年ほど前から新館最上部にブルー
サークルを点灯しており、今年も11月6日から約1ヶ
月間の実施を予定しています。

糖尿病予防啓発ブルーライトアップ！

世界糖尿病デー（World Diabetes Day）に伴い今年も実施
糖尿病の予防や早期発見を地域とみなさまとご一緒に。

ブルー       　 国連・空を表すカラー
サークル（輪）　 団結を意味する

Unit For Diabetes（糖尿病との闘いのために団結せよ）という
キャッチフレーズを具現化したシンボルマークです。

ブルーサークルとは…

☝
☝
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新規採用者のご紹介

　フットサルというと、「難しそう…」や「経験が無い」などと思われる
かもしれませんが、当フットサル部は、ほとんどの部員が未経験者で
「エンジョイフットサル！」をモットーに週2回程度活動しています。
　大会などを通じて他団体との交流を深め、日々成長を感じること
の場となっています。
　今後も楽しむことを1番に部員一同頑張っていきます♪

認知症サポーター養成講座を開催しました。認知症サポーター養成講座を開催しました。
　湯前中学校2年生を対象とした認知症サポーター養成講座
（湯前町主催）へ講師として参加しました。湯前町では、「認知
症になっても安心して暮らすことができる町づくり」を目指し
小学5年生、中学2年生を対象に認知症サポーター養成講座
を実施されています。
　講座では声かけ訓練やグループワークを行い、生徒の皆さ
んに相手の気持ちに寄り添う対応について考えてもらいまし
た。認知症を身近なこととして考えてもらうことができるよ
う、今後も地域での活動に取り組んでまいります。

皆さんも地域や職場、学校、各種の集まり等で認知症について学んでみませんか？
■お問合せ先
上球磨地域包括支援センター（☎42-6006）
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た
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の
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　常
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
諸
活

動
を「
作
業
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
作
業
」

は
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ「
接
点
」で
す
。ひ

と
り
ひ
と
り
顔
が
違
う
よ
う
に
、人
の

「
生
活
」「
考
え
方
」は
様
々
で
す
。作
業
療

法
士
は
、患
者
様
に
と
っ
て
の「
意
味
あ
る

作
業
」を
一
緒
に
探
し
、実
践
し
ま
す
。そ

こ
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ら「
や
る
気
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し
み
」「
生
き
が
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ど
を
引
き
出
し
ま
す
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人
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」生
活
の
獲
得
を
目
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に
し
ま
す
。

　病
気
や
け
が
の
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後
か
ら
、リ
ハ
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リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
す
。将
来
の
生
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越
し
、そ
の
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の
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あ
わ
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ら
だ
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的
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機
能
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援
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す
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、新
た
な

機
能
の
低
下
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し
ま
す
。病
気
や
け

が
の
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態
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安
定
し
た
ら
、よ
り
具
体
的

な
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
機
能
や
能
力

の
改
善
を
図
り
ま
す
。

食 　
　
　気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
、身
体
に

　
　
　障
害
や
不
自
由
を
抱
え
た
人
や
、

身
体
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

回
復
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
理
学
療
法

士
の
仕
事
で
す
。理
学
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
医
師
の
指
示
の
下

で
行
わ
れ
、運
動
療
法（
身
体
の
一
部
ま

た
は
全
身
を
動
か
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能
の
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復
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す
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理
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音
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ど
の
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的
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激
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状
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軽
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。

　
　
　
　
　
　組
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ま
す
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に
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学
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法
士
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法
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、言
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ま
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。

　理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴

覚
士
、こ
の
３
つ
の
職
種
が
互
い
に
連
携

し
あ
い
、患
者
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に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
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シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

病

患者様にとって
「意味のある作業」を
一緒に探します

患者様の間近で
回復や成長を
実感しています
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“

日々のリハビリだけでなく、患者様が家庭や社会
へスムーズに復帰できるよう、必要に応じて住宅
環境の整備や福祉用具（補装具）などを選定。患
者様と関わる時間が長いため、間近で患者様の
回復や成長を実感できるという魅力があります。

恒星 リレーエッセ
ー

　9月末からシルバーエイトで勤務を始めた特別技能介護員の
エイさん、テェインさん。遠いミャンマーからこの球磨郡の地へ
来てくれました。“球磨弁”に少し苦戦をしているようですが、当
院の一員として日々頑張ってくれています。
　地域の皆さまにもエイさん、テェインさん2人を優しく見守っ
ていただければ幸いです。

□写真左
テェイン  テェイン  ゾー
老健　介護士
ミャンマーからきました。いま、利用者様
のおせわをするのがとてもうれしいで
す。これから一生けんめいがんばります。
よろしくおねがいします。
□写真右
エイ  ティンザー  ミィン
老健　介護士
アニメでSpy×Familyがだいすきです。
すしもすきです。おしごとでも、もっとが
んばりますのでよろしくおねがいします。

ミャンマーからこんにちは
မင်္ဂလာပါ

新規採用者のご紹介

　フットサルというと、「難しそう…」や「経験が無い」などと思われる
かもしれませんが、当フットサル部は、ほとんどの部員が未経験者で
「エンジョイフットサル！」をモットーに週2回程度活動しています。
　大会などを通じて他団体との交流を深め、日々成長を感じること
のできる場となっています。
　今後も楽しむことを1番に部員一同頑張っていきます♪

認知症サポーター養成講座を開催しました。認知症サポーター養成講座を開催しました。
　湯前中学校2年生を対象とした認知症サポーター養成講座
（湯前町主催）へ講師として参加しました。湯前町では、「認知
症になっても安心して暮らすことができる町づくり」を目指し
小学5年生、中学2年生を対象に認知症サポーター養成講座
を実施されています。
　講座では声かけ訓練やグループワークを行い、生徒の皆さ
んに相手の気持ちに寄り添う対応について考えてもらいまし
た。認知症を身近なこととして考えてもらうことができるよ
う、今後も地域での活動に取り組んでまいります。

皆さんも地域や職場、学校、各種の集まり等で認知症について学んでみませんか？
■お問合せ先
上球磨地域包括支援センター（☎42-6006）

　9月末からシルバーエイトで勤務を始めた特定技能介護員の
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迷
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願
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す
。  
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「けんしん」には「健診」と「検診」があります。この違いをご存じでしょうか。

疾患のリスク因子を発見し、生活習慣の改善に導くもの
疾病の発症と重症化の予防が目標 　　特定健診など健　診

特定の疾患を発見し、適切な診断・治療に導くもの　　がん検診など検　診

「 健診 」 と 「 検診 」
総合健診センター

コスモ

今年も残りわずかとなってまいりましたが、今年度の健診は(人間
ドックなども)みなさん受診されましたでしょうか？これから受診予定
の方も日程や申込期限を今一度ご確認いただき、忘れずに受診して
いただきますようよろしくお願いいたします。

今年度の健診は
お済みでしょうか？
今年度の健診は
お済みでしょうか？

「健診」も「検診」も対象者は無症状の健常者です。
「今は元気だから健診(検診)は受けなくても大丈夫」ではなく、元気な今、受けるべきものなのです！
そして、症状のある方は健診(検診)ではなく、病院の受診をお願いします。
 (「がん検診事業のあり方について」より一部抜粋)

錦町肺がん検診  11月20日

水上村集団健診  11月22日

４町村
( 多良木･湯前･水上･西米良 )  12月9・11・18日
レディース検診

★健診センター「コスモ」では各種追い込み健診を予定しています。★健診センター「コスモ」では各種追い込み健診を予定しています。

地域の皆さまに健康への関心を高めていただき

地域医療を、より身近に感じていただけるように

今年も開催いたします。

当日は、当院医師による住民講座をはじめ、

体力テストや輪投げゲーム、なりきり撮影会など

楽しい体験が盛りだくさんです！

普段は見ることのできない病院の裏側も

大大･･･大公開しちゃいます！

ぜひ、この機会にお立ち寄りください。

■開催日時
11月24日（日曜）10：00～15：00
■開催場所
球磨郡公立多良木病院

健康フェスタ開催！健康フェスタ開催！健康フェスタ開催！健康フェスタ開催！
11月24日第8回

医療社会事業課通信

社団法人 日本オストミー協会 熊本県支部 入会募集中

当院職員の会員もいます。興味がある方は、
日本オストミー協会熊本県支部 （096-206-3330） までご連絡ください

＊1 ストーマ：手術によって便や尿を排泄するために腹壁に造設された排泄孔のこと
＊2 オストミー：ストーマを造設する手術のこと。転じて造設されたストーマ（人工肛門/人工膀胱）を意味することがある
＊3 オストメイト：ストーマが造設されている人のこと

人工肛門・人工膀胱を造設された方の会です。日本オストミー協会という全国組織の患者会が

あり、その熊本県支部の事務局が高野病院併設の「大腸肛門病センター」に置かれています。

日常生活で困っていることを相談したり、装具についての工夫などの情報交換をし、オストメイ

ト同士の交流を深めています。　　　　　   （社団法人 日本オストミー協会 熊本県支部：HPから）

オストメイトマーク
オストメイトのための設備があること及びオストメイトであることを示すマーク[ [

ストーマ     があっても、これまでと同じ暮らし・生活ができるように
～　みんなが知り、理解することが大切　～

*1

　10月19日（土）当院講堂において、公益社団法人日
本オストミー    協会熊本県支部（事務局：高野病院）
の活動の一環である人吉・球磨地域の移動例会が開
催されました。

*2

　例会は熊本県内を８地区に分けて毎年開催されており、協会員や協会関係者、当院から案内した
オストメイト   、病院スタッフが集まり近況の報告や課題を共有し、オストメイトの思いを伺う機会と
なっています。
　
同じ経験をされている人たちと情報を共有し、お互いの思いを共有することにより、ストレスや不安

が軽減され精神的なサポートを得られるとも言われています。

　ストーマに対する周囲の理解が大切です。
　適切なケアとサポートがあればこれまでと同じような生活を続けることが可能です。正しい知識と
適切な対応を身につければ、日常生活や仕事、趣味、旅行などを楽しむことができます。

　お悩み・ご相談がございましたらいつでも当院皮膚・排泄ケア認定看護師又は医療社会事業課まで
お尋ねください。

*3
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皆
さ
ん
は
病
院
で
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
紹
介
状
の
封
筒
は
改
ざ
ん
を
防
止

す
る
た
め
に
封
が
し
て
あ
る
た
め
、患
者
さ
ん
自
身
が

読
む
こ
と
は
な
く
、一
体
ど
ん
な
事
が
書
い
て
あ
る
の

か
と
気
に
な
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
日
は

紹
介
状
の
中
身
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

紹
介
状
は
正
確
に
は「
診
療
情
報
提
供
書
」と
呼
ば

れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
大
切
な
病
気
の
情
報
が
要
約
し
て

書
い
て
あ
り
ま
す
。具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、以
下

の
と
お
り
で
す
。

　

  

基
本
情
報（
氏
名
、年
齢
、性
別
）

　

  

病
名（
治
療
中
の
病
気
）

　

  

既
往
歴

　

  （
こ
れ
ま
で
に
罹
っ
た
病
気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
）

　

   

診
療
の
経
過
と
考
察

　

  （
症
状
、身
体
所
見
、検
査
結
果
、診
断
や
治
療
の
経
過
、

　

  

問
題
点
な
ど
）

　

  

使
用
中
の
薬

　

  

紹
介
理
由

　

そ
の
他
に
採
血
や
画
像
検
査
の
デ
ー
タ
も
添
付
し
ま
す
。

　

特
に
大
切
な
の
が
④
の
部
分
で
、発
症
時
の
状
況
や

使
用
し
た
薬
へ
の
反
応
ま
で
、今
後
の
診
療
に
必
要
な
情

報
は
す
べ
て
記
載
し
ま
す
。経
過
が
複
雑
な
患
者
さ
ん
で

は
、時
に
A
４
用
紙
で
２
、３
枚
の
大
作
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。紹
介
状
は「
直
接
診
察
し
た
こ
と
の
な
い
医

師
に
上
手
に
情
報
を
伝
え
る
」た
め
に
あ
り
ま
す
。紹
介

す
る
側
の
医
師
は
、患
者
さ
ん
と
直
接
話
し
、診
察
し
、検

査
や
治
療
を
行
い
、そ
れ
ま
で
の
反
応
や
経
過
の
流
れ
を

す
べ
て
知
っ
て
い
ま
す
。そ
の
時
点
で
の
患
者
さ
ん
の
状

態
を
一
番
良
く
知
る
専
門
家
と
し
て
、客
観
的
な
視
点
で

皆
さ
ん
の
代
弁
を
し
て
い
る
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
師
が
紹
介
が
必
要
だ
と
考
え
る
場
面
は
、だ
い
た

い
次
の
2
つ
で
す
。「
自
分
の
病
院
で
は
で
き
な
い
検
査

や
治
療
が
必
要
な
と
き
」や「
自
分
の
専
門
外
の
病
気

の
た
め
、他
の
医
師
に
よ
る
診
療
が
必
要
な
と
き
」で

す
。そ
し
て
紹
介
先
を
選
ぶ
と
き
は
、次
の
こ
と
を
充
分

に
考
慮
し
て
選
び
ま
す
。

1  

紹
介
先
の
医
師
の
専
門
領
域

2  

患
者
さ
ん
の
自
宅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

　

た
ま
に
患
者
さ
ん
か
ら「
仲
の
良
い
先
生
に
優
先
し

て
書
く
の
？
」「
知
ら
な
い
先
生
に
も
紹
介
状
は
書
け
る

の
？
」「
以
前
に
勤
務
し
て
い
た
病
院
に
書
く
こ
と
が
多

い
の
？
」と
訊
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、実
際
に

は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。医
学
的
な

最
適
性
と
受
診
の
利
便
性
を
考
慮
し
つ
つ
、患
者
さ
ん

と
も
相
談
し
た
上
で
紹
介
先
が
決
ま
り
ま
す
。特
殊
な

条
件
で
は
自
分
が
特
に
信
頼
し
て
い
る
先
生
を
あ
え

て
お
勧
め
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
の
で
、紹
介
先
の
希
望

が
あ
る
場
合
に
は
し
っ
か
り
と
伝
え
て
相
談
し
て
下
さ

い
。た
と
え
評
判
が
良
い
名
医
で
も
、そ
の
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
必
ず
し
も
良
い
選
択
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、

現
状
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
側
か
ら
紹
介
状
を
希
望
す
る
場
合
に
は

「
別
の
医
師
に
か
か
り
た
い
」「
引
越
し
を
す
る
の
で

病
院
を
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」な
ど
の
理
由
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
に
は
遠
慮
な
く
医

師
に
申
し
出
て
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

医
師
が
嫌
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
て
、何
も
持

た
ず
に
新
し
い
病
院
に
変
わ
っ
た
り
転
々
と
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。い
く
ら
皆
さ
ん
が
診
察
時
に
過

去
を
詳
し
く
話
し
た
と
し
て
も
、自
分
の
病
気
を
す
べ

て
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
す
し
、か
か

り
つ
け
医
は
専
門
家
と
し
て
様
々
な
情
報
を
持
っ
て
い

ま
す
。診
療
情
報
は
皆
さ
ん
が
治
療
に
向
き
合
っ
て
生

き
て
き
た
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、財
産
と
も
言
え
る
も

の
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

123４
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大
腸
憩
室（
だ
い
ち
ょ
う
け
い
し
つ
）と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
大
腸
カ
メ
ラ
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
の
中
に
は「
憩
室
が
あ
り
ま
す

ね
。」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。今
回
は
憩
室
っ
て
何
？
放
っ
て
お
い
て
良
い
物

な
の
？
何
か
症
状
が
あ
る
の
？
な
ど
と
い
う
疑
問
に
お

答
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
腸
憩
室
と
は
、イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、腸
の
壁
の
も

ろ
い
部
分
が
、腸
の
外
側
へ
向
か
っ
て
袋
状
に
飛
び
出
し

た
も
の
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。憩
室
は
食
道
、胃
、十
二

指
腸
な
ど
の
消
化
管
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、大
腸
が
最
も
で
き
や
す
い
で
す
。加
齢
に
よ
っ
て
腸

を
構
成
す
る
筋
肉
が
脆
弱
に
な
っ
た
り
、食
物
繊
維
の
摂

取
不
足
に
よ
る
便
秘
に
よ
っ
て
腸
の
中
の
圧
力
が
大
き

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
時
に
は
無
症
状
で
、腹
部
Ｃ
Ｔ
や
大
腸
カ
メ
ラ
を

行
っ
た
と
き
に
偶

発
的
に
見
つ
か

る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　

大
腸
憩
室
を
持
っ
て
い
る
人
の
頻
度
は
、40
歳
以
下

で
は
10
％
以
下
で
す
が
、50
歳
代
で
は
30
％
、70
歳
代

で
は
50
％
、80
歳
以
上
に
な
る
と
50
〜
66
％
と
、年
齢

と
と
も
に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、で
き
る
場
合
は
1
個
だ
け
で
な
く
複
数

個
で
き
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

憩
室
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、び
っ
く
り
し

た
り
、病
院
を
受
診
し
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、憩
室
が
原
因
で
次
の
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

●
大
腸
憩
室
炎

　

憩
室
に
便
が
詰
ま
る
な
ど
し
て
、憩
室
内
で
細
菌
が

繁
殖
し
、炎
症
を
起
こ
す
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。憩
室

炎
が
起
こ
る
と
、憩
室
が
あ
る
部
位
の
近
く
の
お
腹
の

痛
み
が
生
じ
、発
熱
や
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。病
院
で
血
液
検
査
を
し
た
り
腹
部
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し

た
り
す
る
こ
と
で
比
較
的
容
易
に
診
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
腸
を
安
静
に
し
、抗

生
物
質
を
投
与
す
る
こ
と
で
改
善
し
ま
す
が
、重
症
化

す
る
と
、憩
室
が
や
ぶ
れ
て
炎
症
が
お
腹
の
中
に
広
が

り
、緊
急
手
術
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。喫

煙
や
肥
満
が
、憩
室
炎
発
症
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

●
大
腸
憩
室
出
血

　

腹
痛
を
伴
う
こ
と
な
く
突
然
に
お
尻
か
ら
の
鮮
や

か
な
出
血
あ
る
い
は
赤
黒
い
出
血
を
多
量
に
認
め
た

場
合
に
は
、憩
室
出
血
を
疑
い
ま
す
。（
上
の
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
に
腸
の
外
で
は
な
く
内
側
に
出
血
し
ま
す
。） 

お
尻
か
ら
出
血
し
病
院
を
受
診
し
た
場
合
、大
腸
カ
メ

ラ
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、憩
室
出
血
の
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
自
然
に
止
血
す
る
た
め
、大
腸
カ
メ

ラ
で
観
察
を
行
っ
た
時
点
で
は
血
が
止
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。も
し
出
血
が
持
続
し
て
い
る
場
合
に

は
、止
血
用
の
ク
リ
ッ
プ
や
小
さ
な
輪
ゴ
ム
の
よ
う
な

も
の
を
用
い
て
憩
室
を
し
ば
っ
て
止
血
を
行
い
ま
す
。

血
液
さ
ら
さ
ら
の
抗
血
栓
薬
を
内
服
さ
れ
て
い
る
方

は
出
血
の
リ
ス
ク
が
少
し
上
が
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
症
状
も
、治
療
を
行
っ
て
治
っ
た
あ
と
も

憩
室
そ
の
も
の
は
残
る
た
め
、再
発
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、問
題
が
起
き
た
と
き
に
そ
の
都
度
対
処
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。で
す
の
で
普
段
の
生
活
は
い
つ

も
通
り
に
過
ご
し
て
も
ら
っ
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

  大  

腸
憩室

憩室出血
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■診療科受付時間（2024年11月現在）

診療科 医師 月 火 水 木 金 土

［ 午前 / 8:30～11：00 ］

＊肝臓病外来は完全予約制です。〈予約：消化器外来（内線105）13：30～15：00〉

＊腎臓病外来は完全予約制です。〈予約：内科外来（内線108）13：30～17：00〉

　受付時間は第２、第４金曜日の13：30～15：00です。

＊歯科・小児科は午後も受付ます。

＊急患は上記受付時間外でも受け付けております。

　詳細は、来院前にお問い合わせください。

公立病院前駅
くま川鉄道

至人吉 至湯前・宮崎
至宮崎・鹿児島

至八代

変電所 県道人吉水上線

広域農道（フルーティーロード）

球　磨　川

国道219号線

●

クラフトパーク石野公園
●

川
辺
川

球磨郡公立
多良木病院

■交通アクセス 車　：人吉インターより22km（約35分）
　　　人吉球磨スマートインターより17km（約26分）
バス：九州産交バスを利用〈公立病院前下車〉

〜〜

〜〜

〜〜
〜〜

人吉駅

人吉IC

人吉球磨
スマート
IC

九
州
自
動
車
道

○常　勤 ○ ○ ○ －内科･総合診療科

常　勤 ○ ○ －循環器科

非常勤 －－－呼吸器科

○常　勤 ○ ○ －消化器科 ○
（新患のみ）

非常勤 第１ 第３肝臓病外来

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －眼　　科

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －訪問診療

非常勤 －－－－皮 膚 科

球磨郡公立
多良木病院企業団
TEL0966-42-2560

■総合健診センター「コスモ」
TEL0966-42-2410

■介護老人保健施設「シルバーエイト」
TEL0966-42-5288

■上球磨地域包括支援センター
TEL0966-42-6006

■居宅介護支援事業所
　TEL0966-42-2560（内線810）
■在宅医療センター
　訪問看護ステーション「たいよう」
TEL0966-42-3301

■病児・病後児保育施設「ホッと館」
TEL0966-42-2828

■球磨地域在宅医療サポートセンター
TEL0966-42-2665 球磨郡公立多良木病院企業団の診療実績等につきましてはホームページにて公表しております。

非常勤※完全予約制
腎臓内科 第2・第4

（午後）

0966-42-2323 ○常　勤 ○ ○ ○ ○ －歯　　科

0966-42-2596
○常　勤 ○

（非常勤）

○
（非常勤）

○
（非常勤）

○
（非常勤）

○ ○ ○ －小 児 科

○○○非常勤 －泌尿器科

常　勤 ○ ○○ －産婦人科

非常勤 －脳神経外科

○常　勤 ○ ○ ○ ○ －整形外科

○常　勤 ○ ○ ○ －外　　科

○
（新患のみ）

○
（緩和）

○

○ ○ ○

○

－－－ －

○ ○

－－－

－

－

－

－

－－

－ － － －

※ 再診の予約・変更などは午後1時30分から午後3時で受付いたします。

基　本　方　針

患者さんの権利

患者さんの責務

１.質の高い医療
　　寄り添う心を持ち、最新の知見を学び、技
　　術の向上に努めます

２. 救急医療
　　24 時間体制で、迅速に対応します

３. 地域共生
　　地域医療機関・施設・行政・会社と連携
　　して、安心して暮らすことができる地域
　　社会を実現します

４. 予防医療
　　健康長寿を支えます

５.Well-Being を実感できる職場
　　多様性を寛容し、やりがいと誇りを持つ
　　ことができる企業文化を醸成します

1. 安全で質の高い医療を受ける権利
　患者さんは、その社会的立場や病気の種類
　にかかわらず、安全で良質な医療を平等か
　つ公平に受ける権利があります。

2. 医療を選択する権利
　患者さんは、ご自身の医療に関して情報を
　知る権利があります。病状や治療内容につ
　いて説明を受けて、理解した上で検査や治
　療などを選択する権利や拒否する権利があ
　ります

3. 個人情報やプライバシーが保護される権利
　地域医療機関・施設・行政・会社と連携し
　て、安心して暮らすことができる地域社会
　を実現します

1. 正確な情報の提供
　患者さんは最適な医療を受けるために、自
　らの疾患、健康や社会背景などに関する情
　報を提供する責務があります。

2. 診療内容の理解と医療への協力
　患者さんは、自ら診療内容を理解するよう
　に努め、医療に協力する責務があります。

3. 社会的なルールの尊重と医療環境づくり
　への配慮
　患者さん社会的ルールを尊重し、病院の規
　則を守り、他の患者さんの治療や療養に配
　慮する責務があります。

基　本　理　念
ひとと社会を診る医療・福祉を実施し
て、地域社会に貢献します
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　朝晩すっかり冷えるようになってきましたね。

　私ごとですが、先日ゑびす神輿を見に行きました。

　小さなお子さんから大人の方まで、大きな掛け声とともに一生懸命神輿を

担ぎ、皆さん生き生きしていてとても輝いていて、その姿に

たくさんの元気を頂きました。

　私も負けないよう、仕事を頑張ろうと思った一日でした。

編集後記


